
未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

25

人間の活動によって排出されたダイオキシン類や水銀などの有害物質は、空気中に気化して地球を巡

り、極域（北極や南極）に集積される。愛媛大・田辺信介教授の研究室では、これらの有害物質

が環境や生物に及ぼす地球規模での汚染と影響について究明し、生態系をリスクから守る方途の提

言を目指している。数々の常識を覆す発見をしてきた田辺教授に、研究のだいご味やこれからの研

究者に求められる資質について聞いた。

大学院生の
主な出身分野

薬学

社会科学

理学

農学

◎大学院生の出身学部は
農学、理学を中心とし、
薬学や社会科学分野にま
で多岐にわたる。他大学
出身の大学院生は、全体
の３割程度。ベトナムや
インド、ガーナ、韓国な
ど、海外からの留学生も
多い。

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎研究室では、環境学分野の中でも特に有害物質の汚
染実態を明らかにする「環境化学」と、ヒトや野生生
物への影響を遺伝子レベルで探る「生態毒性学」の知
見から、環境汚染の生態リスクを解明しようとしてい
る。今後は、理系・文系にまたがる幅広い分野との境界
領域が重要な研究テーマとなる。

研究成果と
社会のかかわり

生態リスクの啓蒙

など

など

◎化学物質の生態汚染及
び影響に関する情報提供
と啓蒙、有害物質の使用
規制に関する政策提言な
どを行う。発展途上国で
はごみ処理施設の現状や
有害物質を含む地下水の
危険性を明らかにし、政
府や国際機関へ働きかけ
て化学物質による健康被
害の拡大防止に努める。

有害物質の
汚染情報提供

行政への提言

地域から世界へ広がる有害物質の
汚染と影響を環境化学で究明

愛媛大　沿岸環境科学研究センター　田辺信介研究室

フローチャートで分かる田辺研究室

環境学

生態
毒性学

環境
化学

農学

医学
薬学

社会科学
（政治学、経済学）

工学 理学

けい もう

32Apri l  2010



　私は駆け出しの研究者の頃から、常に「世界一」を目指してきました。研究は新しいこと
を発見する作業であり、それは大なり小なり「世界一」になるということです。環境学は自
然科学だけでなく社会科学すなわち一般社会や政治とかかわりを持つ学問です。時には企
業や行政と論を交えます。そのため、自分の論を構築する技量や誰に反論されても折れな
いずぶとさが必要なのです。また、勉強が出来れば良い研究が出来るわけではありません。
研究の世界では知力がすべてだと思われがちですが、知力がものを言うのは「勉強」の段
階まで。勉強は「先人の発見を覚えること」であるため、知力に重点が置かれますが、研
究の世界では体力と気力もバランス良く備えなければ、絶対に成功しません。むしろ気力と
体力が抜群なら、最後は知力の高い人を超える実績を上げることも可能です。粘り強く野心
的に努力出来る若手が「世界一」の研究者になれるのです。　

野心的に「世界一」を目指せ
環境学分野が求める学生像

あきらめが悪い 気力・体力に自信がある

野心的で弱音を吐かない

ずうずうしい

大切にしてほしいのは恩師の存在です。私自身、学生時代に恩師
と出会ったことで、その後の人生が大きく変わりました。優れた人

物との出会いは研究者の人生観に大きな影響を及ぼします。ただし、「人生の師」とは意識しな
ければ出会えないものです。自分からそのような人物を見つける努力をして欲しいと思います。

高校生へのメッセージ

 

私
は
、
環
境
ホ
ル

モ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
に
よ
る
環
境
の
汚

染
、
生
物
へ
の
蓄
積

や
影
響
を
地
域
的
・

地
球
的
規
模
で
解
明

す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
元
々
こ
の
分
野
を
志
望
し
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
時
代

は
大
学
紛
争
の
真
っ
た
だ
中
で
、
授
業
は

ま
と
も
に
受
け
ら
れ
ず
、
講
義
が
あ
っ
て

も
大
半
の
先
生
は
教
科
書
の
棒
読
み
で
、

全
く
興
味
が
持
て
な
い
状
況
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
立
川
涼
先
生
（
元
高
知
大

学
長
、
愛
媛
大
名
誉
教
授
）
だ
け
は
違
い

ま
し
た
。
留
学
先
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り

の
先
生
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
問
題
に

な
っ
て
い
た
農
薬
汚
染
を
題
材
に
熱
の
こ

も
っ
た
授
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

で
は
汚
染
や
公
害
が
社
会
問
題
に
な
り
始

め
た
頃
で
、
環
境
と
い
う
言
葉
も
定
着
し

て
い
な
い
時
代
で
し
た
。
教
科
書
を
使
わ

ず
、
ス
ラ
イ
ド
を
多
用
す
る
授
業
ス
タ
イ

ル
も
ユ
ニ
ー
ク
で
し
た
。
他
の
授
業
で
は

出
席
を
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
教
室
を
出
て
い

ま
し
た
が
、
立
川
先
生
の
講
義
だ
け
は
最

前
列
の
席
で
最
後
ま
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
４
年
生
に
な
る
と
、
立
川
先
生
の

研
究
室
に
所
属
し
、
瀬
戸
内
海
の
汚
染
に

つ
い
て
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
汚
染
の
実

態
や
海
洋
生
物
に
蓄
積
し
や
す
い
物
質
の

動
態
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
う
ち

に
、
不
可
解
な
事
象
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
に
残
る
有
害
物
質
の
量
が
、
陸

域
で
使
わ
れ
た
量
に
比
べ
て
極
め
て
少
な

か
っ
た
の
で
す
。「
有
害
物
質
は
自
然
界

で
は
分
解
さ
れ
に
く
い
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
そ
の
消
失
の
理
由
を
探
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
科
学
雑
誌
で
「
北
極

海
の
海
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
論

文
を
読
み
、
気
付
い
た
の
で
す
。「
有
害

物
質
の
残
存
量
が
瀬
戸
内
海
で
少
な
い
の

は
、
気
流
や
海
流
に
よ
っ
て
地
球
規
模
で

広
が
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
。

　
「
こ
の
仮
説
を
自
分
で
証
明
し
た
い
」

と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
、
立
川
先
生
に
お

願
い
し
て
東
京
水
産
大
（
現
、
東
京
海
洋

大
）
の
調
査
船
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
南
極

海
で
空
気
や
海
水
の
汚
染
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
人
間
活
動
の
場
か
ら
遠
く
離

れ
た
極
域
の
海
が
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た

の
で
す
。
化
学
物
質
は
、
水
温
が
高
い
と

空
気
中
に
放
出
さ
れ
、
気
温
が
低
い
と
空

気
か
ら
水
へ
溶
け
込
む
性
質
が
あ
り
ま
す
。

研究内容

瀬戸内海から南極に
地球規模で広がる
汚染の実態を解明

田
辺
信
介
　

教
授 

T
a
n
a
b
e
 
S
h
i
n
s
u
k
e

愛
媛
大
沿
岸
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
愛
媛
大
大
学
院
農
学
研
究
科
農
芸
化

学
専
攻
修
了
。
愛
媛
大
農
学
部
助
手
、
文
部
省
在
外
研
究
員
、
愛
媛
大
農
学
部
教
授

な
ど
を
経
て
、
現
職
。
１
９
９
９
年
日
産
科
学
賞
、
２
０
０
５
年
日
本
環
境
科
学
会
学

術
賞
、
08
年
北
米
環
境
毒
性
化
学
学
会Educational A

w
ard

国
際
賞
、
09
年
日
本

学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
第
一
段
審
査
貢
献
表
彰
な
ど
、受
賞
歴
多
数
。グ
ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
拠
点
リ
ー
ダ
ー
。
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研究のやりがい

新しい発見が
研究者の意欲を

かき立てる

❶
環
境
ホ
ル
モ
ン

　
「
内
分
泌
攪
乱
化
学
物
質
」
の
通
称
。
環

境
中
の
有
害
物
質
の
う
ち
、
生
体
の
成
長
や

行
動
、
繁
殖
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
作
用
を
阻
害

す
る
物
質
。Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー

ル
）
や
Ｄ
Ｄ
Ｔ
（
有
機
塩
素
系
の
殺
虫
剤
）、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
が
そ
の
代
表
で
、
分

解
さ
れ
に
く
く
、
い
っ
た
ん
環
境
中
に
放
出

さ
れ
る
と
、
長
期
間
、
残
留
す
る
性
質
が
あ

る
。

❷
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
│

パ
ラ
│

ジ
オ
キ
シ
ン

と
、
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
、
コ
プ
ラ

ナ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
総
称
。
強
い
毒
性
を
持
つ
。
廃

棄
物
の
焼
却
、
パ
ル
プ
の
塩
素
漂
白
、
農
薬

の
製
造
工
程
な
ど
で
非
意
図
的
に
生
成
す

る
。

❸
Ｄ
Ｄ
Ｔ

　

有
機
塩
素
系
の
殺
虫
剤
。
か
つ
て
は
農
薬

や
防
疫
目
的
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

発
が
ん
性
や
内
分
泌
攪
乱
作
用
の
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
日
本
を
含
め
、
世
界
各
国
で
使

用
禁
止
と
な
っ
た
。

産
業
活
動
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
有
害
物

質
は
、
水
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
ガ
ス
化
し
、

気
流
に
乗
っ
て
地
球
を
巡
り
、
最
終
的
に

発
生
源
か
ら
遠
く
離
れ
た
極
寒
の
海
に
集

積
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

　

１
９
８
８
年
に
は
、
も
う
一
つ
、
研
究

人
生
の
転
機
と
な
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て
東
回
り
で

帰
国
す
る
時
に
、
人
類
が
生
産
・
利
用
し

た
化
学
物
質
が
原
因
と
思
わ
れ
る
野
生
生

物
の
異
常
を
た
く
さ
ん
目
に
し
た
の
で
す
。

く
ち
ば
し
の
曲
が
っ
た
水
鳥
、
奇
形
の
イ

ル
カ
、
ア
ザ
ラ
シ
の
大
量
死
…
…
。
ど
れ

も
偶
然
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ず

れ
も
背
後
に
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
が
あ
る

と
考
え
、
帰
国
後
、
野
生
動
物
の
汚
染
研

究
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
で
、
常
識
を
覆
す
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
ほ
乳
類
の
体
内
に
お

け
る
化
学
物
質
の
蓄
積
量
や
毒
性
に
対
す

る
感
受
性
の
生
物
種
間
差
は
小
さ
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
た

ち
が
調
べ
て
み
る
と
、
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ

な
ど
海
を
生
息
地
と
す
る
ほ
乳
類
は
、
ヒ

ト
な
ど
陸
上
の
動
物
よ
り
も
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
や
Ｄ
Ｄ
Ｔ
と
い
っ
た
有
害
物
質
の

残
留
濃
度
が
け
た
違
い
に
高
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
の
で
す
。

　

私
は
目
を
疑
い
ま
し
た
。
大
半
の
化
学

物
質
は
陸
地
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
汚
染
源
近
く
に
住
む
陸
棲
動
物
の
方

が
高
い
濃
度
に
な
る
と
考
え
る
の
が
普
通

で
す
。
し
か
し
、
何
度
、
分
析
し
て
も
結

果
は
同
じ
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
私
は

海
の
ほ
乳
動
物
を
対
象
と
し
た
研
究
に
没

頭
し
、
海
棲
ほ
乳
類
は
有
害
物
質
の
分
解

能
力
が
著
し
く
弱
く
、
毒
性
に
対
す
る
感

受
性
が
強
い
こ
と
を
突
き
止
め
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
研
究
は
、

生
態
毒
性
学
の
専
門

家
と
の
共
同
研
究
に

よ
っ
て
飛
躍
的
に
前

進
し
ま
し
た
。

　

有
害
物
質
が
動
物

に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
は
、

物
質
の
量
だ
け
で
は
決
ま
り
ま
せ
ん
。
化

学
物
質
は
微
量
で
も
、
そ
の
動
物
の
感
受

性
が
強
け
れ
ば
重
大
な
影
響
が
現
れ
ま
す
。

感
受
性
は
動
物
種
固
有
の
遺
伝
子
配
列
や

機
能
で
決
ま
り
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は

分
子
生
物
学
の
知
見
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
、
生
態
毒
性
学
の
専
門
家
と
共
同
で
、

化
学
物
質
の
毒
性
に
対
し
て
動
物
が
ど
の

程
度
の
感
受
性
を
持
つ
の
か
、
遺
伝
子
レ

ベ
ル
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
ヒ
ト
は
肝
臓
の
酵
素
で
化
学
物

質
を
あ
る
程
度
分
解
出
来
ま
す
が
、
イ
ル

カ
や
ク
ジ
ラ
は
酵
素
の
働
き
が
弱
い
た
め

に
化
学
物
質
を
分
解
出
来
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

研
究
の
楽
し
さ
は
、
世
界
の
常
識
を
覆

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
根
拠
を
示
し
て
定

説
を
覆
す
研
究
成
果
は
、
唯
一
無
二
と
い

う
意
味
で
、
真
に
世
界
一
な
の
で
す
。
し

か
し
、
世
界
一
に
な
れ
る
新
し
い
テ
ー
マ

を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
発
見
を
求
め
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
異
分
野
と
の
接
点
に
あ
る
と
、
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
分
野
に
興
味
を

持
ち
、
自
分
の
分
野
と
関
連
付
け
よ
う
と

す
る
意
欲
が
、
発
見
に
つ
な
が
る
。
こ
れ

か
ら
環
境
学
を
目
指
す
人
に
は
、
こ
う
し

た
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

3

写真　現地で採集した土壌や生物のサンプルを特殊
な分析機器を使い、分析する

用
語
解
説

2
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私
が
高
校
生
の
頃
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
遺
伝
子
の
研
究
が

盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
を
学
び
た
い
と
愛
媛
大
農
学
部

へ
進
学
し
ま
し
た
が
、
３
年
生
の
時
、
田

辺
教
授
の
授
業
を
受
け
て
、
方
向
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
人
間
が
作
り
出
し
た

化
学
物
質
が
野
生
生
物
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
知
り
、
地
球
規
模
の
環
境

問
題
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
た
の
で

す
。

　

修
士
課
程
修
了
後
、
い
っ
た
ん
化
学
分

析
の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
焼
却
施
設

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
が
安
全
基
準

値
を
上
回
る
か
ど
う
か
を
、
施
設
を
所
有

す
る
企
業
の
依
頼
を
受
け
て
測
定
す
る
仕

事
で
し
た
。
業
務
を
続
け
る
う
ち
に
、
企

業
や
行
政
、
政
治
が
か
か
わ
る
化
学
物
質

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、

ま
た
社
会
矛
盾
に
対
す
る
考
え
も
深
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
３
年
間

勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
田
辺
先
生
の
研

究
室
に
戻
っ
た
の
で
す
。

　

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
汚
染
の
実
態
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
韓
国
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
の
沿
岸
地
域

を
回
り
、
二
枚
貝
の
イ
ガ
イ
を
サ
ン
プ
ル

と
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
蓄
積
量
を
調

べ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
汚
染
に
関
す
る
デ
ー
タ

は
な
く
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
か
な
り
高

い
濃
度
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
加
え
て
、
臭
素
系
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
存
在
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

研
究
の
過
程
で
は
、
不
可
解
な
事
象
に

た
く
さ
ん
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
総
合
し
て
何
と
か
科
学
的
根
拠
を

探
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
う
ま
く

説
明
出
来
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

非
常
に
も
ど
か
し
く
感
じ
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
、
新
た
な
仮
説
を
立
て
証
明
で
き

た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

　

私
は
、
高
校
時
代
、
数
学
が
苦

手
で
し
た
。
公
式
の
暗
記
が
何
の

役
に
立
つ
の
か
分
か
ら
ず
、
真
剣
に
取
り

組
め
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
今
は
、

そ
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
ン
類
の
環
境
動
態
を

数
理
モ
デ
ル
で
説
明
す
る
に
は
、
微
分
積

分
の
知
識
が
必
要
で
す
。
私
は
い
ち
い
ち

基
本
式
に
立
ち
返
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
高
校

時
代
に
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
会
議
な
ど
で
海
外
の
研
究

者
と
交
流
す
る
時
に
は
、
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
不
足
を
痛
感
し

ま
す
。
高
校
で
習
う
英
語
は
、
論
文
を
読

ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
時
の
土
台
に
な
り

ま
す
。

　

日
本
語
で
論
文
や
報
告
書
を
作
成
す
る

こ
と
も
研
究
上
必
要
で
す
。
作
文
を
通
し

た
表
現
力
を
高
め
る
た
め
に
、
国
語
の
重

要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

社
会
に
出
た
時
、
役
に
立
た
な
い
教
科

は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
験
に
不
要
だ
か
ら
と

い
っ
て
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
す
べ

て
が
自
分
の
血
と
な
り
肉
と
な
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Q

Q

Q

な
ぜ
環
境
分
析
化
学
を

学
ぼ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か

現
在
の
研
究
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A私

大学院生 が語る

途上国沿岸域における
環境汚染の実態を探る

染矢雅之さん
Someya Masayuki

愛媛大大学院理工学研究科
環境機能科学専攻博士後期課程３年
〈大分県立佐伯鶴城高校卒業〉

●高校時代から、ある事象について、
結果だけではなく、「どうしてそうなっ
たのか」「なぜそれが起こったのか」と
いうところまで突き詰めて考えるのが
好きでした。例えば、世界史。受験だ
けを考えれば起きた年や事件の名称さ
え覚えておけば十分であるという場合
でも、その原因にまでさかのぼって理
解しようとしました。一見、遠回りに
見えますが、流れの中でその事件を捉
えるほうが、かえって理解も進み、効
率よく頭に入ると感じていました。今
振り返ると、世界史の先生の指導によ
るところも大きかったと思います。周
辺の事件にまで話が及び、自分で調べ
たいと思うきっかけにもなりました。
　世界史の知識自体は現在の研究に
関係ありませんが、原因まで突き詰め
る思考法は研究を進める上でも必要な
スキルです。幅広い教養や見識を身に
付けておくことが、自分の可能性を広
げると感じています。

興味を持ったことは
とことん追求

の高校時代
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